
●平成26年の地方公務員法の改正により、地方公務員にも導入された
「人事評価制度」の初めての本格的実務マニュアル。
●長年、人事制度の研究に携わってきた稲継先生が、評価に当たってのトラブ
ル解決法について、４０のＱ＆Ａにまとめています。
　≪目標管理シートの書き方≫　≪期首面談の進め方≫
　≪評価結果をフィードバックする際の留意点≫
　≪部下が専門職の場合の評価≫　≪離れた部署での評価≫
　など、評価に当たって誰しも悩むポイントに答えます。
●第２章と第３章では、「人事評価を活かすための１０のポイント」「人事評価
結果の活用方法」として、評価制度の具体的活用法をまとめています。
●管理職の評価者研修用テキストとして、また人事評価制度の入門書として
最適の一冊。
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改正地公法にいち早く対応！  新しい評価制度の実務マニュアル！
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　本書は、人事評価を行う評価者の方々が、評価の際に留意すべ
き点などを解説したマニュアルです。
　新しい人事評価制度を設計するのは人事担当部局ですが、それ
がうまく軌道に乗るかどうかは、すべて現場の評価者にかかっていま
す。管理監督者である人事評価者が、制度をきちんと理解し、しっか
りとした運用に努めることが、何より必要になってきます。
　

　本書は、評価者が、評価の際にぶつかると思われる疑問について
Q＆A形式で回答するとともに、評価にあたってぜひ心掛けていただ
きたいことなどについて、できるだけわかりやすく書き下ろしました。
　執筆に際しては、総務省の研究会報告書や、国の人事評価マ
ニュアルも参考にしています。私自身もいくつかの政府の研究会に
参加させていただきましたが、そこで得た知見をできるだけ活かすよう
に心がけました。
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第２章　人事評価を活かすための10のポイント
　ポイント１　評価制度の「意義・目的」をきちんと認識しておく
　ポイント２　評価制度の「役割」をしっかりと認識しておく
　ポイント３　人材育成基本方針と評価マニュアル・評価基準をよ
　　　　　　　く理解しておく
　ポイント４　人事評価は管理職の「本来業務」であることを自覚す
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　ポイント10　「何のために評価するのか？」を常に振り返ること

第３章　人事評価結果の活用方法
　１　評価結果の活用方法
　２　評価結果の活用に向けたポイントと各自治体の実情に応じた
　　　評価結果の反映
　３　評価結果の反映―短期評価と中期評価、短期反映と長期反映
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　５　人材育成への活用
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　８　給与への活用
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稲継 裕昭 （いなつぐ ひろあき）
大阪府生まれ。京都大学法学部卒。京都大学博士（法学）。大阪市
職員、姫路獨協大学助教授、大阪市立大学教授、同法学部長などを
経て、2007年から早稲田大学政治経済学術院教授。
主な著書に『自治体の人事システム改革―人は「自学」で育つ』『プロ
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非常勤職員』『地域公務員になろう―今日からあなたも地域デ
ビュー！』『自治体行政の領域―「官」と「民」の境界線を考える』。
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